
 

                                                       

編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27-184 高等学校 数学科 数学Ａ  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

7 実教 数Ａ 320 数学Ａ 新訂版 

 

１．編修の趣旨及び留意点 
本書は，具体的かつ身近な例を示すことで，数学に対する興

味・関心を養うことができるように編修した。また，「コラ

ム」や「課題学習」など，各所に数学的活動のための題材を設

け，これらを通して，数学の基本的な知識・技能を身につける

とともに，数学的な見方や考え方のよさなどを認識し，将来の

学習や社会生活において数学を積極的に活用できるように編修

した。 

題材の選定にあたっては，学習指導要領に準拠しながら，数

学的興味を高め，論理的な思考が養えるような応用的な題材も

扱った。また，幅広い知識や教養を身に付ける観点から，研究

や学習指導要領外の発展を適宜掲載した。加えて，それぞれの

内容については丁寧な解説で説明することを心がけた。 

 

 

 

２．編修の基本方針 
教育基本法第二条の各号の目標を達成するため，それぞれ以下の点を基本方針とし本書を編修した。 

 

教育基本法第二条 方針 

第１号 

幅広い知識と教養を身に付け，真理

を求める態度を養い，豊かな情操と

道徳心を培うとともに，健やかな身

体を養うこと。 

・基礎的・基本的な知識・技能の修得のために，例や例題，練

習問題を豊富に載せる。 

・数学の幅広い知識習得のため，章とびらに，その章に関連す

る世界の数学者を載せる。 

・数学的活動をいっそう重視し，知識を活用する態度を育てる

ようにする。 

第２号 

個人の価値を尊重して，その能力を

伸ばし，創造性を培い，自主及び自

律の精神を養うとともに，職業及び

生活との関連を重視し，勤労を重ん

ずる態度を養うこと。 

・具体的かつ身近な例を扱い，社会生活において数学が利用さ

れていることを理解できるようにする。 

・学習者が一人で読んでもわかるような丁寧な記述とし，主体

的に学ぶ態度を養うようにする。 

・節末問題，章末問題の解答を巻末に載せ，主体的に学ぶ態度

を養うようにする。 

A5判 本文160ページ 



 

第３号 

正義と責任，男女の平等，自他の敬

愛と協力を重んずるとともに，公共

の精神に基づき，主体的に社会の形

成に参画し，その発展に寄与する態

度を養うこと。 

・数学的活動などを行う際，みんなで議論を行いながら進め，

他者と協力する態度や精神を養うようにする。 

・自他の敬愛と協力を重んずる精神を養うため，紙面や図はカ

ラーユニバーサルデザインに配慮し，見やすさを第一に考

え，あまり多色にならないようにする。 

第４号 

生命を尊び，自然を大切にし，環境

の保全に寄与する態度を養うこと。 

・必要に応じて，自然の写真・環境に関わる題材を取りあげ

る。 

第５号 

伝統と文化を尊重し，それらをはぐ

くんできた我が国と郷土を愛すると

ともに，他国を尊重し，国際社会の

平和と発展に寄与する態度を養うこ

と。 

・日本の自然や建物などの写真を紹介し，我が国を愛する心を

養うようにする。 

・江戸時代から伝統的に続いてきた和算を紹介し，我が国の数

学の歴史を学べるようにする。 

・世界の数学者，大学，建築物などの写真を紹介し，他国を尊

重する態度を養うようにする。 

 

３．対照表 
 

●全体的な特色   

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

前見返し 

我が国の郷土を愛する態度を養う（第５号）とともに，豊か

な情操を養う（第１号）ことや自然を大切にする態度を養う

（第４号）ことができるよう，日本各地の自然豊かな写真を

扱った。また，我が国や他国の伝統と文化を尊重する態度を

養う（第５号）ことができるよう，理化学研究所のスーパー

コンピュータ「京」やフランスにあるルーブル美術館の写真

を扱った。  

前見返し1,2 

 

 

章とびら 

幅広い知識と教養を身につけるとともに（第１号），他国の

伝統と文化を尊重する態度を養う（第５号）ことができるよ

う，章とびらにその章に関連が深い世界の数学者を扱った。 

p.5，67，107 

例・例題・応用例

題，問，練習 

節末問題，章末問題 

幅広い知識と教養を身につけるため（第１号）豊富に設け

た。 

社会生活と数学との関連をいっそう重視するため（第２

号），具体的かつ身近な題材を扱った。  

自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を養うため（第

４号）の題材を設けた。  

自他の敬愛と協力を重んずる精神を養うため（第３号）カラ

ーユニバーサルデザインに配慮し，図はあまり多色にならな

いようにした。また，例には多くの箇所でゴチック体にした

タイトルを付け，さらに，例題，応用例題では，最後の解答

の値をゴチック体にして紙面を見やすくした。  

応用例題では，自学自習によって，自主および自律の精神を

養うため（第２号）「考え方」を適宜設けた。  

ほぼすべて  

 

p.17，21，91 

 など  

p.65 

 

ほぼすべて  

 

 

 

 

p.57，90 など 



 

研究 

数学の幅広い知識と教養を身につけるとともに（第１号），

個人の価値を尊重し，その能力を伸ばすために（第２号）  

「研究」を適宜扱った。 

p.15 ， 38~39 ，

63 ， 83 ， 92 ，

97 ， 104 ，

118~119，120 

発展 

数学の幅広い知識と教養を身につけるとともに（第１号），

個人の価値を尊重し，その能力を伸ばすため，学習指導要領

外の「発展的な学習項目」を扱った（第２号）  

p.83，105~106 

 

コラム 

数学の幅広い知識と教養を身につけるとともに（第１号），

社会生活と数学との関連をいっそう重視させるため（第２

号）コラムを適宜扱った。  

p.91，98，101，

121  

 

課題学習 

数学と社会生活との関連をいっそう重視するとともに（第２

号），自他の敬愛と協力を重んずることができるよう（第３

号），生徒間で議論や考えさせる形式の題材を扱った。  

我が国の伝統や文化を尊重する（第５号）態度を養うことが

できるよう塵劫記を扱った。  

p.148～154 

 

 

p.150～151 

後見返し 

幅広い知識と教養を身につける態度を養うとともに（第１

号），自国や他国の伝統や文化を尊重する（第５号）態度を

養うことができるよう，フェルマーの最終定理の歴史につい

て扱った。  

後見返し 1,2,3 

 

 

 

 

  

●章ごとの特色 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

1章 

場合の数と 

確率 

章とびらに数学者コルモゴロフを紹介し，幅広い知識と教

養を身につけるとともに（第１号），他国の伝統と文化を

尊重する態度を養う（第５号）ことができるようにした。 

p.5 

本章は特に数学Ⅰにおける「集合」の内容との関連性が強

いことを踏まえ，「集合」の学習内容を再掲し，幅広い知識

を養えるようにした（第１号）。 

p.6～12 

 

日常生活の身近な場面の題材を扱い，生活との関連を重視

する態度を養えるようにした。（第２号） 

ボランティアの中から代表を決める題材を扱い，生命を尊

び自然を大切にする態度が養えるようにした（第４号）。 

p.17，21 など  

 

p.65 

 

例題や応用例題においては，自主及び自立の観点から自学

自習しやすいよう図を多用した（第２号）。その際，カラー

ユニバーサルデザインに配慮し，色を多用せず，シンプル

で見やすいものにし，自他の敬愛と協力を重んずる精神を

養うことができるようにした（第３号）。 

 

全般 



 

2章 
整数の性質 

章とびらに数学者アンドリューワイルズを紹介し，幅広い

知識と教養を身につけるとともに（第１号），他国の伝統

と文化を尊重する態度を養うことができるようにした（第

５号）。 

p.67 

本章の1節は，特に中学校における学習内容との関連性が強

いことを踏まえ，中学校の学習内容を再掲し，幅広い知識

を養えるようにした（第１号）。 

p.69~70，73 

  

脚注を活用し，幅広い専門的な知識を養える（第１号）よ

うにした。 
p.70，71，75 

など 

最大公約数や最小公倍数は図を用いて，視覚的な理解を促

すことで，幅広い知識を養えるようにした（第１号）。 
p.73~75 

など 

3章 図形の性質 

章とびらに数学者バーコフを紹介し，幅広い知識と教養を

身につけるとともに（第１号），他国の伝統と文化を尊重

する態度を養うことができるようにした（第５号）。 

p.107 

本章は特に中学校の数学の内容との関連性が強いことを踏

まえ，中学校の学習内容を再掲し，幅広い知識を養えるよ

うにした（第１号）。作図に関しては巻末p.158で再掲した。 

p.123，158 

本章ではさまざまな定理を扱うが，その際，図を多用する

などをし，自学自習でもその公式の成り立ちがわかるよう

な丁寧な記述とした。これにより，自主及び自立の精神を

養えるようにした（第２号）。図に関しては，カラーユニバ

ーサルデザインに配慮し，色を多用せず，シンプルで見や

すいようにすることで，自他の敬愛と協力を重んずる精神

を養うことができるようにした。（第３号） 

全般 

脚注を活用し，幅広い専門的な知識を養えるように（第１

号）した。 
p.143 など  

コラムでは，公理，定義，定理の意味の違いを取りあげ，

幅広い知識と教養を身につけるようにした。（第１号）。 
p.121 

課題学習 

友人と話し合いをする場面設定の題材を取りあげたりする

ことで，自他の敬愛と協力を重んずる態度を養うようにし

た（第３号）。 

全般 

 

身近かつ具体的な場面設定のもとで課題にとりくむ題材を

取りあげ，学ぶ内容と生活との関連を重視した（第２号）。 
全般  

 

塵劫記を扱い，我が国の伝統や文化を尊重する態度を養う

ようにした（第５号）。 
p.150~151 

 

 

 

 

 



 

４．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 
学校教育法第五十一条の各目標を達成するため，以下の点に留意し，本書を編修した。 

一 
義務教育として行われる普通
教育の成果をさらに発展拡充
させて，豊かな人間性，創造
性及び健やかな身体を養い，
国家及び社会の形成者として
必要な資質を養うこと。 

・中学校の学習事項を確実に定着させた上で「数学 A」を学習でき

るよう，2章「整数の性質」では最大公約数，最小公倍数の箇所

に，3章「図形の性質」では，円の性質の始めの導入に復習の内容

を設けた。  

二 
社会において果たさなければ
ならない使命の自覚に基づ
き，個性に応じて将来の進路
を決定させ，一般的な教養を
高め，専門的な知識，技術及
び技能を習得させること。 

・将来の進路について，国内だけではなく世界へ興味関心をもつよ

う章とびらに世界の大学を扱った。 

・社会において数学の果たしてきた役割，および社会生活に活かさ

れている数学的な見方や考え方を広く理解できるよう，多様な題

材を掲載した。 

 

三 
個性の確立に努めるととも
に，社会について，広く深い
理解と健全な批判力を養い，
社会の発展に寄与する態度を
養うこと。 

・数学と日常生活との関連を様々な題材で示し，社会について，広

く深い理解を養えるようにした。 

 



 

                          

編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27-184 高等学校 数学科 数学Ａ  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

7 実教 数Ａ 320 数学Ａ 新訂版 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色                    
国際化と情報化が飛躍的に進展し，今後，学校教育に必要なことは，単に知識を習得すること

だけではなく，その知識を活用することや，他者と議論や協力をし，問題解決を行うことなどが

考えられる。高等学校の学習指導要領においても，数学科の目標に 

「数学的活動を通して，数学における基本的な概念や原理・法則の体系的な理解を深め，事象

を数学的に考察し表現する能力を高め，創造性の基礎を培うとともに，数学のよさを認識し，そ

れらを積極的に活用して数学的論拠に基づいて判断する態度を育てる。」（数学科学習指導要領

解説 p.16）とかかれているように，今まで以上に知識の活用が望まれている。  

 このことを踏まえ，本書は，以下のことを念頭に編修した。  

 ① 数学における基礎的・基本的な知識を習得する。 

 ② 数学的な思考力，判断力，表現力を育てられるようにする。 

 ③ 数学のよさがわかるようにする。 

 ④ 数学的活動をよりいっそう重視し，数学の活用ができるようにする。  

本書の編修においては，教育基本法および学習指導要領に準拠し，特に生徒が自ら学習し，論

理的な試行が養えるように内容を精選し分かりやすい解説を心がけた。 

 

 以上のことをふまえ，具体的には以下のような特色を設けた。 

 

 

(1) 内容 

① 学習指導要領の「内容」および「内容の取扱い」に準拠しつつも，各単元の導入部では，生

徒が中学校との断絶を感じないようにした。 

② 一般的，抽象的な事項についても生徒が無理なく学べるように，具体例をできる限り取り入

れた。 

③ 基本的な学習要素をおさえた上，筋道立てた詳細な記述をした。また，図表やグラフ，色な

どを用いて本文を視覚的に理解できるように工夫した。 

④ 各章のとびらには，生徒に興味・関心を喚起するため，その章に関連する数学者と大学を掲

載した。 

⑤ 生徒の創造的な能力や自発的・自主的な学習態度を育てるために，応用例題や発展・研究を

扱い，生徒の学習意欲が高まるようにした。 

⑥ 進学を意識して着実に数学的な見方や考え方を身につけられるように教材を選定した。ま

た，脚注やコラム，節末問題，章末問題A，Bを設け，より一層の理解を図るように工夫した。 

⑦ 生活との関連を重視し，数学的活動ができるよう巻末に課題学習を設けた。 

 

 

 



 

(2) 構成・分量 

① 見開き2頁を基本構成とし，学習項目の分量を調整した。 

② 分量は，標準単位数で余裕をもって終わらすことが出来るようにした。 

③ 全体に例・例題・練習・問・応用例題の分量を適切に配置した。特に例・例題⇒練習を無理

なく学習できるように工夫した。 

④ 節末問題は，本文の練習と基本的には同じ難易度を基本として，自学自習，反復学習ができ

るようにした。なお，本文のどのページに該当するかを記すため，リンクを設けた。 

⑤ 章末問題は応用的な問題を選び，学習意欲のある生徒に配慮した。また，問題は難易度に応

じてA問題，B問題に分類した。 

 

(3) 表記・表現及び使用上の便宜 

① 学習指導要領で定められた「用語」に加え，学習のうえで重要である語句は太字とした。 

 

 

 

 

 

 

「重要語句」の示し方（教科書 p.73） 

 

 

② 「例」は極力端的なタイトル 

をつけ，「何を学ぶ例なのか」 

がわかりやすいようにした。 

 「例」の示し方（教科書 p.142） 

 

 

 

 

 

 

 

③ 本文で理解しづらい箇所は，  

図を多用して視覚的に理解 

できるように工夫した。 

図の工夫（教科書p.31） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

④ 節末問題を解く際，生徒が自学自習，復習しやすいよう参照ページを付した。 

 

 

 

 

  

参照ページ（教科書p.37） 

 

 

 

 

(4) その他 

① 数学の歴史について 

興味や関心をもつよう， 

フェルマーの最終定理 

についての歴史を取り 

上げた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照ページ（教科書後見返し1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２．対照表 

 
 

 
図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 

配当 

時数 
 

 

 

１章 場合の数と確率 

1節 場合の数 

 

2節 確率 

 

(1) 場合の数と確率  

ア 場合の数 (ア)数え上げの原則  

(イ)順列・組合せ  

イ 確率 (ア)確率とその基本的な法則  

     (イ)独立な試行と確率  

     (ウ)条件付き確率  

 

p.13～37 

 

 

p.40～64 

 

  13  

  

 12  

２章 整数の性質 

1節 約数と倍数 

2節 ユークリッドの互除法 

と不定方程式 

 3節 整数の性質の活用 

(2) 整数の性質  

ア 約数と倍数 

イ ユークリッドの互除法  

 

 

ウ 整数の性質の活用  

 

p.68～82 

p.84～91 

 

 

p.93～101 

 

 7  

 6  

 

5  

３章 図形の性質 

1節 三角形の性質 

2節 円の性質 

3節 作図 

4節 空間図形 

(3) 図形の性質  

ア 平面図形 (ア)三角形の性質  

ア 平面図形 (イ)円の性質  

ア 平面図形 (ウ)作図 

イ 空間図形  

 

p.108～122 

p.123～132 

p.133～136 

p.137～145 

 

7  

5 

3 

5  

課題学習 (4) 課題学習，[内容の取扱い] (2) p.148～154 4  

予備（演習など）   2  

      計 
69  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

編  修  趣  意  書 

（発展的な学習内容の記述） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27-184 高等学校 数学科 数学Ａ  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

7 実教 数Ａ 320 数学Ａ 新訂版 

 

ページ 記   述 類型      関連する学習指導要領の内容や 
     内容の取扱いに示す事項 

83 

 

 

105~106 

 

 

方程式の整数解 

 

 

合同式 

１ 

 

 

２ 

 

（２）ア 約数と倍数 

（約数に関連し，方程式の整数解を求める

ため，式変形で分数式を扱った。） 

 

（２）ア 約数と倍数 

（割り算の余りによる分類に関連し，合同

式を扱った。） 

 

 

 

 

 

 

 

 
                          （発展的な学習内容の記述に係る総ページ数   ３   ） 
 
 

（「類型」の分類について） 

１…学習指導要領上，隣接した後の学年などの学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっ

ても，当該学年等の学習内容と直接的な系統性があるものを含む）とされている内容 

２…学習指導要領上，どの学年等でも扱うこととされていない内容 
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